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福音書からのメッセージ 

言っておくが、義とされて家に帰ったのは、

この人であって、あのファリサイ派の人で

はない。だれでも高ぶる者は低くされ、へ

りくだる者は高められる。 

（ルカによる福音書 18 章 14 節） 

 

今日のたとえの登場人物は、ファリサイ

派の人と徴税人です。ファリサイ派は何度

も聖書に出てきますが、たいてい悪いよう

に描かれています。しかし当時の人々にと

って、ファリサイ派の人々は尊敬に値する

人であって悪い人とは見られていません

でした。 

ファリサイ派の人は一生懸命に律法を

学び、厳格に律法を守りました。そしてし

てはならないことなどを細かく決めてい

きます。さらにそれを他の人に伝えるため

に学校を作ったり、父親が子どもに教える

ように指導したりしました。また自分自身

にも大変厳しく断食や献げ物も律法で決

められた以上におこなっていました。彼ら

は決していい加減な人間ではなかったの

です。 

しかし神さまはファリサイ派を義とさ

れませんでした。そこには二つの理由があ

ります。まず彼は、自分自身にだけ頼って

いたということです。彼の祈りを聞くと、

彼は神さまに何も求めていないことに気

づかされます。自分の力で断食し、自分の

力で献金し、自分の力で正しい者になって

いるという自負は、裏返すと神さまなしに

正しい者になれるという傲慢な思いでも

あるのです。 

一方徴税人は、自分が罪人であることを

認めています。だから神さまの前に堂々と

立つことができません。自分の罪深い姿を

神さまの前にさらけ出すことができない

のです。徴税人は、神さまの憐みに頼るし

かありませんでした。神さまが彼に手を差

し伸べてくださる

ことを求めるしか

なかったのです。 

ファリサイ派が

義とされなかった

もう一つの理由は、

そんな徴税人を見

下し、彼の元に行

かなかったことで

す。徴税人との間

に壁を作ってしまい、手を差し伸べること

をしませんでした。徴税人のために祈るこ

ともなかったのです。 

神さまを必要とせず、自分の力に頼った。

自分とは違い罪深い徴税人とは、一切関わ

ろうとしなかった。これが、ファリサイ派

が義とされなかった理由です。そのファリ

サイ派の姿を示して、イエス様はわたした

ちに語られます。あなたたちも、ファリサ

イ派と同じなのではないかと。 

あなたは本当に神さまに全てを委ねて

いるのか。自分の力で、自分を信じ、生き

ているのではないかと。またわたしたちの

周りには、いろいろな方がおられます。そ

の人たちのために祈るのではなく、ファリ

サイ派が徴税人にしたように蔑み、その人

たちを受け入れようとしなかったら、わた

したちも神さまに義とはされないのです。 

わたしたちは自分が神さまにより頼ま

なければ生きていけない存在であること

を知り、助けを必要としている人のために

祈り、手を差し伸べる者でありたいと思い

ます。 
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